
11
月
22
日
か
ら
24
日

ま
で
開
催
の
2025
祭
典
in

神
戸•

ひ
ょ
う
ご
。
2025

年
が
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
30
年
、
神
戸
が
世

界
に
誇
る
非
核
「
神
戸

方
式
」
50
年
、
そ
し
て

被
爆•

戦
後
80
年
。
こ

の
３
つ
の
節
目
を
祈
念

す
る
神
戸
祭
典
で
す
。

祭
典
一
日
目
は
、
郷

土
芸
能
の
共
演
「
日
本

満
開

万
響
祭
」
 
、

和
太
鼓

南
舞
か
ら
は

３
名
が
出
演
し
、
こ
の

祭
典
に
向
け
て
作
調
さ

れ
た
「
日
本
満
開
だ
ん

じ
り
囃
子
」
の
全
国
合

同
と
、
関
東
合
同
で
70

周
年
記
念
で
作
調
さ
れ

た
「
に
ぎ
わ
い
江
戸
楽
」

を
演
奏
し
ま
す
。

祭
典
二
日
目
は
、
い

よ
い
よ
南
部
合
唱
団
の

合
唱
の
出
番
「
合
唱
発

表
会
」
、
今
ま
で
の
練

習
の
成
果
が
、
ど
れ
だ
け

発
揮
で
き
る
か
、
聴
く
人

達
に
ど
の
様
に
伝
え
ら
れ

る
か
、
講
評
委
員
の
人
達

の
胸
に
ど
う
響
く
か
、
技

術
面
だ
け
で
は
な
く
歌
詞

の
内
容
を
、
充
分
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
、

こ
れ
が
入
賞
へ
の
鍵

だ
と
思
い
ま
す
。
二

日
目
の
後
半
は
、
楽

し
む
特
別
音
楽
会
。

ゲ
ス
ト

に
「
桂
雀

三
郎w

i
t
h

ま
ん
ぷ
く

ブ
ラ
ザ
ー
ス
」
と
ボ

イ
ス
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
女
声
コ
ー
ラ
ス

「
ク
ィ
ー
ン
ズ•

テ

イ
ア
ー
ズ•

ハ
ニ
ー
」

が
出
演
し
ま
す
。

と
て
も
楽
し
い
舞
台

に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

そ
し
て
、
最
終
日

「
大
音
楽
～
咲
か
そ

う
！
希
望
の
歌
～
」

は
、
今
年
完
成
し
た

ば
か
り
の
ジ
ー
ラ
イ

オ
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
に
て

一
万
人
規
模
で
開
催
、
開

幕
は
「
日
本
満
開
だ
ん
じ

り
囃
子
」
で
始
ま
り
、
非

核
神
戸
方
式
制
定
50
年
企

画
、
と
続
き
、
ゲ
ス
ト
に
、

き
た
が
わ
て
つ
さ
ん
の

「
み
な
と
決
議
」
「
波
よ

ひ
ろ
が
れ
」
そ
し
て
、
全

国
シ
ニ
ア
の
う
た
ご
え
合

同
や
、
ゲ
ス
ト
内
藤
里
美

さ
ん
の
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
30
年

企
画
「
し
あ
わ
せ
運
べ
る

よ
う
に
」
「
群
青
」
に
続

き
、
女
優
竹
下
景
子
さ
ん

の
「
震
災
の
詩
の
朗
読
」

私
に
で
き
る
事
が
あ
れ
ば

と
、
1999
年
か
ら
2012
ま
で
神

戸
に
通
い
、
音
楽
と
と
も

に
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

作
品
を
朗
読
、
竹
下
さ
ん

は
「
記
録
と
い
う
と
数
字

が
浮
か
び
ま
す
が
、
記
録

と
は
違
う
記
憶
と
い
う
も

の
を
大
事
に
し
て
い
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
朗
読

し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

被
爆•

戦
後
80
年
企
画

で
「
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
」

「
大
地
讃
頌
」
「
夕
焼
け
」

な
ど
、
そ
し
て
南
部
合
唱

団
も
参
加
の
合
同
演
奏
、

池
辺
晋
一
郎
指
揮
に
よ
る

全
国
の
う
た
ご
え
合
同

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
「
ふ

る
さ
と
」
「
新
世
界
」
と

続
き
ま
す
。
豪
華
な
ゲ
ス

ト
そ
し
て
、
内
容
の
濃
い

企
画
で
閉
幕
と
な
り
ま
す
。

全
国
の
仲
間
と
共
に
歌
い

交
わ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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